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2. 山村善政、黒木直人、櫻原大智、阪口修平、森林耕平、黒木建吾、松浦祐之介、井手口武史、
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16. 鶴田敏博、佐藤勇一郎、畠山金太、田中弘之、吉川直樹、池田龍二、海北幸一：肺がん組織に
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Web 配信、宮崎） 

 
8. 森林耕平：physiology guided PCI. 

第 34 回日本心血管インターベンション治療学会九州・沖縄地方会、ビデオライブ、2022 年 8
月 19 日（Onsite & Web 配信、宮崎） 

 
9. 海北幸一：高出血リスク冠動脈疾患に対する至適抗血栓療法． 

第 34 回日本心血管インターベンション治療学会九州・沖縄地方会、教育講演、2022 年 8 月 20
日（Onsite & Web 配信、宮崎） 
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10. 小牧聡一：コロナかコロナリーか． 
第 34 回日本心血管インターベンション治療学会九州・沖縄地方会、シンポジウム、2022 年 8
月 20 日（Onsite & Web 配信、宮崎） 

 
11. 甲斐誠章、岩切弘直、熊谷治士、小山彰平、工藤丈明、黒木直人、漆間雅人：IABP 抜去後に

急性下肢動脈閉塞をきたした一例． 
第 34 回日本心血管インターベンション治療学会九州・沖縄地方会、2022 年 8 月 20 日（Onsite & 
Web 配信、宮崎） 

 
12. 小牧聡一、東海達也、開地亮太、高江将史、森 隆之、戸井田玲子、黒木一公、山本展誉：Atherectomy 

Device を使い分けて治療を行った右冠動脈入口部の高度石灰化病変． 
第 34 回日本心血管インターベンション治療学会九州・沖縄地方会、2022 年 8 月 20 日（Onsite & 
Web 配信、宮崎） 

 
13. 田中浩喜、水光洋輔、森林耕平、松浦祐之介、石川哲憲、海北幸一：ACS に対する PCI 後に

Late acquired stent malapposition を来した一例． 
第 34 回日本心血管インターベンション治療学会九州・沖縄地方会、2022 年 8 月 20 日（Onsite & 
Web 配信、宮崎） 

 
14. 森林耕平、原田耕士朗、水光洋輔、田中浩喜、松浦祐之介、石川哲憲、海北幸一：RCA CTO

に対する PCI 後、LAD の FFR および iMR が改善し、LAD 複雑病変への PCI を defer した一例． 
第 34 回日本心血管インターベンション治療学会九州・沖縄地方会、2022 年 8 月 20 日（Onsite & 
Web 配信、宮崎） 

 
15. 森林耕平、黒木直人、水光洋輔、田中浩喜、松浦祐之介、石川哲憲、海北幸一：Primary retrograde 

approach が奏功した、対角枝入口部 CTO の一例． 
第 34 回日本心血管インターベンション治療学会九州・沖縄地方会、2022 年 8 月 20 日（Onsite & 
Web 配信、宮崎） 

 
16. 黒田彩加、藤元健太、宮田昌明、杉山史子、久永修一、菊池正雄、藤元昭一、海北幸一：ネフ

ローゼ症候群に血栓症を合併し抗凝固療法中に抗 PLA2R 抗体陽性から膜性腎症と診断し治療

介入し得た一例． 
第 52 回日本腎臓学会西部学術大会、2022 年 11 月（Onsite & Web 配信、熊本） 

 
17. 古郷博紀、海老原尚、石﨑友梨、落合彰子、岩切太幹志、馬場明子、菊池正雄、稲垣浩子、藤

元昭一：子宮体癌術後に遷延する急性腎障害が出現し、腎生検で円柱腎症と診断した MGUS
患者の一例． 
第 52 回日本腎臓学会西部学術大会、2022 年 11 月 18 日（Onsite & Web 配信、熊本） 

 
18. 河野真菜、落合彰子、古郷博紀、酒井友梨、岩切太幹志、馬場明子、稲垣浩子、菊池正雄、海
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北幸一、藤元昭一：MPO-ANCA 陽性の糖尿病患者において腎生検が有用であった一例． 
日本内科学会第 339 回九州地方会、2022 年 11 月（Onsite & Web 配信、大分） 

 
19. 赤松有希子、伊豆元心太郎、松浦亮太、田中浩喜、森林耕平、山村善政、黒木建吾、松浦祐之

介、井手口武史、鶴田敏博、石川哲憲、北 俊弘、海北幸一：若年発症心室細動から蘇生後、ICD
植込み後の遠隔期に短連結性特発性心室細動と診断し治療し得た一例． 
第 133 回日本循環器学会九州地方会、2022 年 12 月 3 日（Onsite & Web 配信、久留米） 

 
20. 伊豆元心太郎、松浦亮太、田中浩喜、森林耕平、山村善政、黒木建吾、松浦祐之介、井手口武

史、鶴田敏博、石川哲憲、石井廣人、古川貢之、海北幸一：僧帽弁逆流と徐脈性心房細動を合

併した low gradient AS に TAVI を行い良好な転帰を得た一例． 
第 133 回日本循環器学会九州地方会、2022 年 12 月 3 日（Onsite & Web 配信、久留米） 

 
21. 内田暁子、鬼塚久充、平野秀治、今村卓郎、海北幸一：腹部内臓動脈解離を繰り返した 1 例． 

第 133 回日本循環器学会九州地方会、2022 年 12 月 3 日（Onsite & Web 配信、久留米） 
 
22. 丸山直人、荒木智、海北幸一、中西信博、花谷信介、山本英一郎、松下健一、辻田賢一：新規

ミネラルコルチコイド受容体（MR）拮抗薬（エサキセレノン）の MR 非依存的な抗炎症作用

について． 
第 133 回日本循環器学会九州地方会、2022 年 12 月 3 日（Onsite & Web 配信、久留米） 

 
23. 山村善政、田中浩喜、森林耕平、黒木建吾、松浦祐之介、井手口武史、 石川哲憲、鶴田敏博、

海北幸一：病棟で出会う心不全 ～循環器内科以外の病棟で～． 
第 133 回日本循環器学会九州地方会、シンポジウム、2022 年 12 月 3 日（Onsite & Web 配信、

久留米） 
 
24. 渡部和也、島津久遵、水光洋輔、田中浩喜、山村善政、黒木建吾、松浦祐之介、森林耕平、井

手口武史、鶴田敏博、石川哲憲、北 俊弘、海北幸一：発症 5 年で冠動脈が 2 技閉塞となった

成人発症の川崎病の一例． 
第 133 回日本循環器学会九州地方会、2022 年 12 月 3 日（Onsite & Web 配信、久留米） 
 

25. 黒木直人、竹内貴哉、漆間雅人、小山彰平、熊谷治士、岩切弘直：新型コロナウイルスワクチ

ン予防接種後に多枝冠攣縮をきたし救命困難であった一例． 
第 35 回日本心血管インターベンション治療学会九州・沖縄地方会、2022 年 12 月 3 日（Onsite & 
Web 配信、久留米） 

 
26. 馬場明子、黒田彩加、植村倫行、落合彰子、石﨑友梨、岩切太幹志、稲垣浩子、菊池正雄、藤

元昭一、海北幸一：視神経脊髄炎関連疾患に対する選択的血漿交換の使用経験． 
第 54 回九州人工透析研究会総会、2022 年 12 月（沖縄） 
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27. 岩坪修司、児玉琴子、酒井理歌、藤元紗代子、山田和弘、平山直輝、松尾剛志：COVID-19 ワ

クチン接種後に急性間質性腎炎を発症した症例の臨床経過． 
日本内科学会第 340 回九州地方会、2023 年 1 月 21 日（Onsite & Web 配信、福岡） 

 
 
【研究会・講演会】 
1. 石川哲憲：超高齢心房細動患者における抗血栓療法の実態調査および予後調査について． 

第6回宮崎AF Registry研究セミナー、2022年11月（Web配信） 
 
2. 岩切太幹志：慢性腎臓病とカリウムコントロール． 

透析Forum in 宮崎、2023年2月（Web配信） 
 
3. 落合彰子、植村倫行、黒田彩加、石崎友梨、岩切太幹志、馬場明子、稲垣浩子、菊池正雄、藤

元昭一：関節リウマチ治療中に発症した, IgA dominant 膜性増殖性糸球体腎炎(MPGN)様の病理

像を示した一例． 
第26回九州沖縄腎生検フォーラム、2022年8月（Web配信） 

 
4. 落合彰子：当院における腹膜透析． 

宮崎県腹膜透析学術講演会、2022年9月（Onsite & Web配信、宮崎） 
 
5. 鬼塚久充：Dapagliflozinの心不全治療薬としての可能性． 

宮崎心腎連関セミナー、2022年10月（Web配信） 
 
6. 海北幸一：冠動脈疾患における抗血栓療法の最前線． 

指宿内科医会学術講演会、2022年5月10日（Web配信） 
 
7. 海北幸一：冠動脈疾患における至適抗血栓管理． 

宮崎県内科医会総会並びに会員発表・特別講演会、2022年5月14日（Onsite & Web配信、宮崎） 
 
8. 海北幸一：冠動脈疾患の包括的薬物治療戦略 

Kowa Web Conference、2022年6月3日（Web配信） 
 
9. 海北幸一：薬物負荷試験からみた冠攣縮の病態と治療の展望． 

第17回冠攣縮性狭心症研究会学術集会、2022年6月10日（Onsite & Web配信、東京） 
 
10. 海北幸一：心房細動合併冠動脈疾患の抗血栓マネジメント． 

CAD合併AF患者における抗血栓療法を考える会 in 八代、2022年6月17日（八代） 
 
11. 海北幸一：高リスク心房細動患者における至適抗血栓マネジメント． 

第35回天草循環器研究会、2022年7月14日（Onsite & Web配信、天草） 
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12. 海北幸一：冠動脈疾患の包括的薬物治療戦略—抗血栓療法から心不全管理まで－． 

令和4年度宮崎県医会勤務医部会総会・前期講演会2022年8月25日（宮崎） 
 
13. 海北幸一：冠動脈疾患に対する消化管出血リスクと至適抗血栓療法． 

Eliquisインターネット講演会 鈴鹿リモートカンファレンス 2022、2022年9月7日（Web配信） 
 
14. 海北幸一：循環器疾患における抗血栓療法モニタリングシステムの展望． 

第3回高木兼寛記念シンポジウム、2022年9月9日（Web配信） 
 
15. 海北幸一：抗出血リスク冠動脈疾患に対する至適抗血栓療法． 

南那珂医師会学術講演会、2022年9月16日（Onsite & Web配信、日南） 
 
16. 海北幸一：抗血栓療法－消化管出血を抑える重要性－． 

第168回宮崎心臓病研究会、2022年10月3日（Onsite & Web配信、宮崎） 
 
17. 海北幸一：高出血リスク冠動脈疾患に対する至適抗血栓療法． 

Eliquisインターネット講演会 PCI後の抗血栓療法、2022年10月4日（Web配信） 
 
18. 海北幸一：宮崎県の循環器病対策基本計画－発症を未然に防ぐには－． 

宮崎脳卒中循環器病対策講演会 ～宮崎県循環器病対策推進基本計画から臨床を考える～、

2022年10月7日（Onsite & Web配信、宮崎） 
 
19. 海北幸一：PCI領域における歴史． 

Prasugrel Dual Expert Conference ～日本人の心臓と脳を繋ぐ～、2022年10月22日（福岡） 
 
20. 海北幸一：虚血性心不全における包括的薬物治療戦略． 

Scientific Exchange Meeting ～心不全の背景疾患を深掘りする～、2022年11月21日（Web配信） 
 
21. 海北幸一：冠動脈疾患の包括的薬物治療戦略． 

第9回鹿児島循環器カンファレンス、2022年11月26日（Onsite & Web配信、鹿児島） 
 
22. 海北幸一：虚血性心不全における包括的薬物治療戦略． 

第15回九州心不全診断フォーラム、2022年12月3日（福岡） 
 
23. 海北幸一：抗血栓療法を再考する －血栓リスクか出血リスクか？－ 

都城市北諸県郡医師会内科医会学術講演会、2022年12月20日（Web配信） 
 
24. 海北幸一：高リスク心房細動患者に対する抗血栓療法－出血を抑えることの重要性－ 

第301回湖東カンファレンス、2023年1月30日（Onsite & Web配信、熊本） 



- 20 - 

 

 
25. 海北幸一：冠動脈疾患における抗血栓療法の進歩と将来展望． 

第125回三重循環器研究会、2023年2月2日（Web配信） 
 
26. 海北幸一：地域医療連携プロジェクト． 

南九州 S3 User Meeting、2023年2月21日（宮崎）  
 
27. 海北幸一：冠動脈疾患の包括的薬物治療戦略． 

延岡医学会学術講演会、2023年3月3日（Web配信） 
 
28. 海北幸一：虚血性心不全における包括的薬物治療戦略． 

Heart total management seminar、2023年3月16日（Web配信） 
 
29. 海北幸一：高出血リスク冠動脈疾患に対する至適抗血栓療法． 

Meet the specialist@東海、2023年3月24日（Onsite & Web配信、名古屋） 
 
30. 加藤丈司：エンレストの使い方 ～高血圧専門医の立場より～． 

講演会・新たな高血圧治療戦略を考える、2022年4月12日（Onsite & Web配信、宮崎） 
 
31. 加藤丈司：ナトリウム利尿ペプチドの役割をふまえて降圧薬ARNIの使い方を考える． 

Hypertension Meeting-How to use ARNI-、2022年5月16日（Web配信） 
 
32. 加藤丈司：高血圧の発症進展におけるナトリウム利尿ペプチドの病態生理学的役割 

ADES ～ARNI Diabetes Expert Seminar～、2022年6月18日（Onsite & Web配信、福岡） 
 
33. 加藤丈司：高血圧の発症進展におけるナトリウム利尿ペプチドの病態生理学的役割 

ADES ～ARNI Diabetes Expert Seminar～、2022年6月27日（Onsite & Web配信、福岡） 
 
34. 加藤丈司：ナトリウム利尿ペプチドの役割と薬理作用に基づく降圧薬ARNIの使い方 

宮崎市郡内科医会学術講演会、2022年7月25日（Web配信） 
 
35. 加藤丈司：人はなぜ高血圧になるのか 

宮崎大学医学部出前講義（宮崎南高等学校）、2022年9月14日（宮崎） 
 
36. 加藤丈司：心房顆粒からARNIに至る歴史 

新しい高血圧治療戦略を考える、2022年10月24日（Web配信） 
 
37. 加藤丈司：生活習慣病予防と運動 

健康運動看護師養成講座、2023年2月11日（宮崎） 
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38. 加藤丈司：⼼房顆粒からARNi開発、そして新たな降圧治療へ． 
佐土原地区医師会学術講演会、2023年3月8日（Onsite & Web配信、宮崎） 

 
39. 菊池正雄：ネフローゼ症候群における脂質の検討． 

KOWA WEB Conference ～CKDにおける脂質異常症を考える～、2022年10月（Onsite & Web配
信、宮崎） 

 
40. 北村和雄：タバコに含まれる生理活性ペプチドの探索． 

公益財団法人 喫煙化学研究財団 令和3年度助成研究発表会、2022年7月21日（東京） 
 
41. 北村和雄：Translational research on adrenomedullin and adrenomedullin derivatives. 

VPAC ISBAP 2022 Memorial Symposium for Dr. Hisayuki Matsuo、2022年10月31日（大阪） 
 
42. 小牧聡一：診断カテで生じた LMT 解離の Bailout 2 症例． 

Meeting of sharing PCI tips、2022 年 4 月 26 日（Web 配信） 
 
43. 小牧聡一：Ablation に工夫を要した LADos の石灰化病変． 

Rota Case Conference、2022 年 5 月 25 日（Web 配信） 
 
44. 小牧聡一：アンカーがアカンかった 1 例． 

South side of Kyusyu PCI conference、2022 年 8 月（Web 配信） 
 
45. 小牧聡一：ACS治療の現状とACS PCI関連の合併症． 

第2回宮崎県若手PCIセミナー、2022年11月（Web配信） 
 
46. 小山彰平：血管代謝を標的とする新たな血栓性制御の可能性． 

宮崎大学セミナー ～ACS編～、2023年2月（Web配信） 
 
47. 佐藤祐二：脾腎静脈シャントによる肝性脳症を契機として透析導入した常染色体優性多発性嚢

胞腎(ADPKD)の一例． 
第50回宮崎県人工透析研究会（宮崎県透析医会学術集会）、2022年7月（Onsite & Web配信、宮

崎） 
 
48. 菅井亜希：美郷町国保西郷病院透析室の20年を振り返って． 

第50回宮崎県人工透析研究会（宮崎県透析医会学術集会）、2022年7月（Onsite & Web配信、宮

崎） 
 
49. 田中浩喜：当科で経験した重症心不全の一例． 

第4回最前線で働く循環器医師と心不全を考える会、2022年9月（Web配信） 
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50. 田中浩喜：PCIの合併症について． 
第2回宮崎県若手PCIセミナー、2022年11月（Web配信） 

 
51. 田中浩喜：慢性血栓塞栓性肺高血圧症の診断と治療について． 

第15回実地医科のための心エコー図勉強会、2023年2月（宮崎） 
 
52. 鶴田敏博：私達の心アミロイドーシス診療． 

ATTR 心アミロイドーシス webセミナー in 宮崎、2022年5月25日（Web配信） 
 
53. 鶴田敏博．Neprilysin を学ぶ． 

心腎連関から高血圧治療を考える会．2022 年 6 月 22 日（宮崎） 
 
54. 鶴田敏博：Pericadial effusion in the course of Fabry disease cardiomyopathy: A case report. 

ファブラザイム Virtual Speaker Tour in Miyazaki、2022 年 11 月（Web 配信） 
 
55. 鶴田敏博：やぶ医者の研究． 

宮崎県医療機器産業研究会令和 4 年度総会・講演会、2022 年 11 月（宮崎） 
 
56. 鶴田敏博：宮崎大学医学部における医工連携 これまでの取組、これからの展望． 

東九州メディカルバレー構想推進セミナーin NOBEOKA、2023 年 2 月（延岡） 
 
57. 鶴田敏博：宮崎県からイノベイティブな医療機器の発出は可能である． 

宮崎県オンライン展示・商談会併催セミナー、2022 年 3 月（Web 配信） 
 
58. 西平賢作：当院における心不全地域連携の取り組み． 

第 9 回地域連携で心不全を考える会、2022 年 7 月（Web 配信） 
 
59. 西平賢作：エンレストの使用経験と今後の期待． 

エンレスト発売 2 周年記念全国講演会、2022 年 8 月（Web 配信） 
 
60. 藤元健太：当院にて経験した急速進行性糸球体腎炎の 2 症例． 

CKD と腎性貧血 Web セミナー、2022 年 5 月（Web 配信） 
 
61. 藤元昭一：日常診療で遭遇する悩ましい CKD 症例への適切な診断と治療． 

西諸医師会・西諸内科医会合同学術講演会、2022 年 7 月（Web 配信） 
 
62. 藤元昭一：高カリウム血症の病態と現況～新たな治療薬の登場～． 

日向市東臼杵郡医師会学術講演会、2022 年 9 月（Onsite & Web 配信、日向） 
 
63. 藤元昭一：Cardio Renal-Anemia-Iron Deficiency Syndrome ～病態と治療～． 
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西臼杵郡医師会学術講演会、2022 年 10 月（Web 配信） 
 
64. 藤元昭一：CKD 治療 ～最近の話題． 

児湯内科医会講演会講演会、2022 年 11 月（高鍋） 
 
65. 藤元昭一：CKD 診療 ～最近の治療薬の知見． 

都城市北諸県郡内科医会講演会、2023 年 1 月（Onsite & Web 配信、都城） 
 
66. 藤元昭一：「2022 年」を振り返って． 

令和 5 年宮崎県透析医会総会、2023 年 2 月（Onsite & Web 配信、宮崎） 
 
67. 藤元昭一：透析患者における高カルシウム血症とカルシウム受容体作動薬． 

第 40 回沖縄県人工透析研究会、2023 年 3 月（沖縄） 
 
68. 増元大祐：ステント血栓症による ACS に対しての治療について． 

第 2 回宮崎県若手 PCI セミナー、2022 年 11 月（Web 配信） 
 
69. 森林耕平：Physiological study が臨床的に有用であった 2 症例． 

FFR Web Center of Excellence ～虚血診断における FFR と微小循環障害を再考する～、2022 年 4
月（Web 配信） 

 
70. 森林耕平：貧血を合併した急性冠症候群の一例． 

第 68 回宮崎インターベンション研究会、2022 年 6 月（Onsite & Web 配信、宮崎） 
 
71. 森林耕平：宮崎大学における ACS 症例脂質管理への取組み． 

ACS 治療の向上を目指す会 in 宮崎 ～Stent Save a Life & After Heart Attack～、2022 年 9 月

（Onsite & Web 配信、宮崎） 
 
72. 森林耕平：虚血性心疾患における課題と当院での診療． 

Miyazaki University Regional medical cooperation Conference、2022 年 9 月（Onsite & Web 配信、

宮崎） 
 
73. 森林耕平：LAD ostium に DCA を行った一例． 

DCA (Definitely, Certainly, Absolutely) in Kyushu、2022 年 10 月（Web 配信） 
 
74. 森林耕平：2 期的治療戦略を選択した ACS の 2 症例． 

宮崎大学セミナー ～ACS 編～、2023 年 2 月（Web 配信） 
 
75. 森林耕平：ITP を合併した VLST による ACS の一例． 

DAPT Conference、2023 年 3 月（Web 配信） 
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76. 山村善政、森林耕平、黒木建吾、松浦祐之介、井手口武史、石川哲憲、鶴田敏博、海北幸一：

心筋症外来で SGLT-2 阻害薬を活用する． 
Next Generation Forum、2022 年 5 月（Onsite & Web 配信、宮崎） 

 
77. 山村善政、田中浩喜、森林耕平、黒木建吾、松浦祐之介、井手口武史、石川哲憲、鶴田敏博、

海北幸一：宮崎大学での心不全診療 ～世界水準の弁膜症・心筋症診療体制を目指して～． 
MURC: Miyazaki University Regional medical cooperation Conference、2022 年 9 月（Onsite & Web
配信、宮崎） 

 
78. 山村善政、田中浩喜、森林耕平、黒木建吾、松浦祐之介、井手口武史、石川哲憲、鶴田敏博、

海北幸一：心不全に対する薬剤管理 ～基本薬剤 4 系統と周辺薬剤の選択～． 
心不全治療 up date Seminar ～高カリウム血症～、2022 年 10 月（Web 配信） 

 
79. 山村善政、田中浩喜、森林耕平、黒木建吾、松浦祐之介、井手口武史、石川哲憲、鶴田敏博、

海北幸一：ファブリー病女性患者 2 症例の経験 ～酵素補充療法安定期でのライフステージ変

化とアドヒアランス維持～． 
ファブラザイム Virtual Speaker Tour in Miyazaki、2022 年 11 月（Web 配信） 

 
80. 山村善政、山本紗子、黒木直人、松浦亮太、田中浩喜、森林耕平、黒木建吾、松浦祐之介、井

手口武史、石川哲憲、鶴田敏博、海北幸一、渡邉 望：大動脈弁狭窄と左室流出路狭窄を合併

した高齢 2 症例 ～僧帽弁逆流の観察を中心に～． 
東京 HOCM フォーラム 2022 東京日本橋、2022 年 11 月（Onsite & Web 配信、宮崎） 

 
81. 山村善政、田中浩喜、森林耕平、黒木建吾、松浦祐之介、井手口武史、石川哲憲、鶴田敏博、

海北幸一：心不全治療薬の特徴と至適薬剤選択 ～バイタルに合わせた個別の選択～． 
心不全診療の Next Stage を考える、2022 年 11 月（Onsite & Web 配信、宮崎） 

 
 
【その他】 
1. 石山雄一郎：宮崎東病院における特定看護師の活動状況について． 

令和 4 年度宮崎県特定行為研修周知事業研修会、2023 年 1 月（宮崎） 
 
2. 海北幸一：血栓予防薬の効果を判定する新しいモニタリングシステム． 

第 86 回宮崎大学イブニングセミナー、2023 年 2 月（Web 配信） 
 
3. 小松弘幸：医学部でどんなことを学ぶの？ 

宮崎から医師を目指そう！応援フォーラム、2022 年 10 月（宮崎） 
 
4. 小松弘幸：コアカリと医師国家試験出題基準との整合． 
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医学教育モデル・コア・カリキュラム令和 4 年度改訂版の概要に関するシンポジウム、2023 年

1 月（Web 配信） 
 
5. 小松弘幸：宮崎大学医学部における診療参加型臨床実習の取り組み <Part I> 診療参加型臨床

実習の推進に必要なもの ～総論編． 
令和 4年度 FD講演会 奈良県立医科大学地域基盤型医療教育協力施設講演会、2023年 1月（Web
配信） 

 
6. 鶴田敏博：人々を繋ぎ宮崎から世界へ． 

第 1 回医農工連携プロジェクトものづくりフェスタ 2022、2022 年 7 月（宮崎） 
 
7. 鶴田敏博：やぶ医者の研究（医療機器の開発物語）． 

オープンキャンパス 2022、2022 年 8 月（宮崎） 
 
8. 鶴田敏博：これまでの取り組み、これからの展望． 

第 16 回東九州メディカルバレー構想宮崎県推進会議、2022 年 12 月（Onsite & Web 配信、宮崎） 
 
9. 鶴田敏博：宮崎での取り組み、これからの展望． 

第 12 回東九州メディカルバレー構想推進会議、2023 年 2 月（Onsite & Web 配信、大分） 
 
10. 藤元昭一：CKD 診療の新たな展開． 

令和 4 年度特定健康診査等従事者研修会、2023 年 3 月（Onsite & Web 配信、宮崎） 
 
 

 
 

 


